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1. はじめに 
電子的なホログラフィーでは、画面サイズ

と視域が小さいことが最大の問題点である。
われわれは、この問題を解決するために
MEMS空間光変調器(SLM)を用いた視域走査
型ホログラフィーを提案している[1]。これ
は、視域は十分に拡大できるが、画面サイズ
の拡大は十分ではない。そこで、複数の視域
走査型光学系の表示面をタイリングして、画
面サイズを拡大するマルチチャンネルシステ
ムを提案している [2]。 
本研究では、マルチチャンネル視域走査型

ホログラフィーのカラー化を行なう。１チャ
ンネルシステムについては、以前に時分割法
を用いたカラー化を提案している[3]。マルチ
チャンネルシステムのカラー化においても時
分割法を用いるが、複数の画面間で色調整を
行う必要がある。そこで、本研究では、RGB
レーザの重心波長と光パワーが求まる RGBレ
ーザ照度計を用いた色調整法を提案する。 
2. マルチチャンネル走査型ホログラフィー 
われわれが以前に提案したマルチチャンネ

ル視域走査型ホログラフィーを Fig. 1に示
す。MEMS- SLMの表示面を拡大結像して画
面サイズを拡大するが、視域はピクセルピッ
チに反比例して縮小する。そこで、縮小した
視域を水平スキャナにより空間走査して視域
を拡大する。以上の拡大結像系を複数用い
て、その表示面をタイリングすることで、画
面サイズを拡大する。 

MEMS-SLMの高フレームレート表示によ
り、視域の空間走査に加えてカラー化を時分
割表示で実現する。すなわち、RGB レーザ光
でMEMS-SLMを順次照明する。 

 

 
Fig. 1 Multi-channel scanning holography 

 
3. 色調整の原理 
本研究では、色調整に RGB レーザ照度計を

用いる。これは、RGBレーザのスペクトルが
完全に分離していることを前提として、各色
で波長感度特性が異なる２つの光検出器を用
いて、レーザ光の重心波長と光強度を求め
る。従来の分光器を用いたものとは異なり、
光パワーの絶対値が求まるため、マルチチャ
ンネルシステムの色合わせに適している。 

色調整法として、２つの方法を試した。
Fig. 2 に示すように、視域中心部に RGBレー
ザ照度計を配置し、そこに縮小した視域を一
致させる。方法１では、RGB のうちの１色の
照度が全チャンネルで等しくなるように調整
した後、各チャンネルで他色の照度を調整し
てホワイトバランスをとる。方法２では、あ
るチャンネルで３色の照度を調整してホワイ
トバランスをとった後、RGB 各色で全チャン
ネルの照度が等しくなるように他チャンネル
の RGB の照度を調整する。 

 

Fig. 2 Color adjustment method.  
 

4. 実験 
2チャンネルシステムをカラー化した。

MEMS-SLMには DMDを用いた。画面サイズ
は 7.4インチで、視域角は 20°である。赤色
に波長 640 nm、緑色に 515 nm、青色に 445 
nmと 447 nmの半導体レーザを用いた。RGB
レーザ照度計には TM6102（日置電機）を用
いた。 

Fig. 3 に、ふたつの方法で色調整したカラ
ー再生像を示す。２チャンネルの表示画面は
左右にタイリングされている。 
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Fig. 3 Color reconstructed images obtained by 
(a) method 1, and (b) method 2. 

5. まとめ 
 マルチチャンネル走査型ホログラフィーの
カラー化を行い、その色調整法を提案した。
RGBレーザ照度計を用いることで、異なるチ
ャンネル間の色調整を実現した。 
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